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平
成
17
年
3
月
、
広
域
化
に
よ
り
行
財
政
基

盤
を
強
化
し
、
地
方
分
権
の
推
進
に
対
応
す
る

た
め
、
能
都
町
、
柳
田
村
、
内
浦
町
の
2
町
１

村
が
合
併
し
、
人
口
2
万
3
千
人
の
能
登
町
が

誕
生
し
ま
し
た
。
合
併
協
定
書
で
は
、
能
登
町

の
庁
舎
は
「
当
面
の
間
、
現
能
都
町
役
場
と
す

る
」
と
し
て
お
り
、組
織
体
制
に
つ
い
て
は
「
新

総
合
庁
舎
建
設
ま
で
の
庁
舎
は
分
庁
舎
方
式
と

し
2
町
1
村
に
分
散
し
て
配
置
す
る
」
と
し
、

旧
町
村
の
庁
舎
を
そ
の
ま
ま
分
庁
舎
と
し
て
行

政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、合
併
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

行
政
運
営
効
率
の
分
庁
舎
方
式
に
よ
る
不
具
合

や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
施
設

の
老
朽
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
な
ど

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
の

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
津
波
防
災
対
策

へ
の
強
化
も
叫
ば
れ
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
津
波
災
害
に
対
し
、
浸
水
区
域
内
に
位

置
す
る
能
都
庁
舎
の
移
転
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
況
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年
度

に
は
町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る「
能
登
町
本
庁
・

支
所
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本
庁
舎
方
式

及
び
分
庁
舎
を
比
較
検
討
し
、
総
合
的
な
行
政

庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
は
、「
当
面
、
新
庁
舎
の
建
設

は
見
送
り
、
既
存
庁
舎
を
有
効
利
用
す
る
」
と

し
て
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
は
議
会
特
別
委
員
会
「
能
登

町
議
会
庁
舎
等
の
在
り
方
検
討
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
て
議
論
を
進
め
、「
現
行
の
分
庁
舎

方
式
か
ら
本
庁
支
所
方
式
へ
移
行
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」と
し
、合
併
特
例
債
を
主
た
る
財
源

と
し
て
新
総
合
庁
舎
を
建
設
す
べ
き
と
す
る
結

論
に
至
り
ま
し
た
。

　

能
登
町
新
庁
舎
基
本
構
想
策
定
委
員
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
新
庁
舎
建
設

を
進
め
る
た
め
、町
民
・
議
会･

行
政
が
協
力
し

創
り
上
げ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、町
民

及
び
議
会
代
表
者
で
組
織
し
、新
庁
舎
基
本
構

想
策
定
に
向
け
て
の
検
討
を
行
う
も
の
で
す
。

役
場
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て

基
本
構
想
策
定
委
員
会
を
設
置

　

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
基
本
構
想
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

建
設
地
の
選
定
を
中
心
に
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
今
、
庁
舎
を
建
設
す
る
の
か
」「
い
ま
、
新
庁
舎
建
設

が
必
要
な
理
由
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 23 年 6 月

平成 17 年 3 月

平成 24 年 9 月

平成 25 年 2 月

平成 25 年 12 月

■市町村合併により能登町誕生
能都町、柳田村、内浦町の 2 町 1 村が合併

■能登町本庁・支所検討委員会
委員は各種団体代表者、有識者による 13 名。全 12 回開催
主な検討事項
　庁舎の現状とあり方、分庁舎・本庁舎方式における課題、支所・出張所の
　今後のあり方、各庁舎等の視察

■能登町議会庁舎等の在り方検討特別委員会
　議員 9 人で構成、全 9 回開催
主な検討事項
　庁舎の現状と課題、将来人口、各庁舎窓口・維持管理費等、分庁舎・本庁
　支所方式のメリット・デメリット、新総合庁舎建設財源、他都市視察

行政庁舎について（合併協定書）
・庁舎位置は当面の間、現能都庁舎
・新総合庁舎建設までは分庁舎方式
・平成 27 年度を目途に新庁舎建設
・庁舎建設基金創設（Ｈ 18）

行政庁舎の在り方提言（主な内容）
1. 財源に課題があることから、当面新庁舎建設は見送り、既存庁舎を
　有効活用
2. 耐震補強等工事終了後、能都庁舎を本庁、柳田と内浦庁舎を支所へ
3. 議会庁舎を本庁へ移転するように積極的に努める
4. 庁舎建設基金の積み立てに努める

特別委員会の結論（主な内容）
1. 現行の分庁舎方式から本庁支所方式へ移行することが望ましい 
2. 合併特例債を主たる財源として新総合庁舎を建設すべき 
3. 能都、柳田、内浦の各庁舎は、総合支所として、合併前の役場の印象
　に近づける 
4. 新総合庁舎の完成を待たずとも本庁支所方式へ移行する
　（議事堂を能都庁舎へ移転）

平成 26 年 12 月 町長、議会で平成 31 年度までの本庁舎移転を表明

平成 27 年 2 月 能都庁舎へ議事堂が移転

平成 27 年 3 月 宇出津地内の本庁建設、柳田・内浦庁舎の立て替えと総合支所化を表明

平成 27 年 6 月 ■能登町新庁舎基本構想策定委員会を設置

新庁舎建設に関するこれまでの動き
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施
設
の
耐
震
性
の
不
足

　

能
都
庁
舎
は
、
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た

耐
震
診
断
結
果
で
は
、
耐
震
性
が
不
足
す
る

と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
庁
舎
各
階
の
Ｉ
ｓ

値
（
構
造
耐
震
指
標
値
）
を
み
る
と
、
大
規

模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
倒
壊
や
崩

壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
結
果
で
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
だ

け
で
は
な
く
、
来
庁
者
や
職
員
の
安
全
確
保

に
も
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

施
設
や
設
備
の
老
朽
化

　

能
都
庁
舎
は
、
昭
和
47
年
の
建
築
で
あ
り

築
43
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

改
修
工
事
を
実
施
し
て
は
い
る
も
の
の
、
空

調
、
電
気
、
排
水
設
備
な
ど
は
老
朽
化
が
著

し
い
状
況
で
す
。

　

老
朽
化
に
と
も
な
い
施
設
の
維
持
管
理
コ

ス
ト
が
高
く
、
財
政
面
で
も
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
連

れ
の
家
族
な
ど
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
40
年
以
上
前

の
水
準
で
建
築
し
た
庁
舎
で
は
、
ト
イ
レ
や

ス
ロ
ー
プ
等
の
部
分
的
な
小
規
模
改
修
で
し

か
対
応
で
き
な
い
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
は
充
分
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

庁
舎
へ
の
メ
イ
ン
動
線
に
段
差
を
作
ら
な

い
、
開
き
戸
で
は
な
く
自
動
ド
ア
に
す
る
な

ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
が

不
足
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
分
散
に
よ
る
非
効
率

　

各
行
政
部
門
が
３
つ
の
庁
舎
に
分
散
し
て

い
る
た
め
、
用
件
が
各
課
に
ま
た
が
る
と
、

利
用
者
は
庁
舎
間
を
行
き
来
せ
ざ
る
を
得

ず
、
不
便
な
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
運
営
の
面
で
は
、
協
議
の
た
め
に
移

動
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
課
の
連
携
や
政
策

決
定
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、

業
務
効
率
の
低
下
を
招
い
て
い
ま
す
。

津
波
浸
水
想
定
区
域
内
に
位
置

　

庁
舎
は
災
害
発
生
時
の
復
旧
・
復
興
の
拠

点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
被
災
し
な
い
よ
う
津

波
浸
水
想
定
区
域
外
に
設
置
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

Ｉ
ｓ
値
（
構
造
耐
震
指
標
値
）

　

建
築
物
の
耐
震
性
能
を
示
す
指
標
。
数
値
が
高
い
ほ

ど
耐
震
性
が
高
く
、
０
・
６
以
上
で
あ
れ
ば
大
規
模
地
震

に
よ
る
倒
壊
・
崩
壊
の
危
険
性
が
低
い
と
さ
れ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
か
ら
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
が
利
用
可
能
で
あ
る
よ
う
な
「
す

べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
い
う
。

新
庁
舎
建
設
が
必
要
な
理
由

　

庁
舎
建
設
の
概
算
事
業
費
は
、
国
土
交
通

省
の
「
新
営
予
算
単
価
」
や
他
自
治
体
の
建

設
事
例
な
ど
を
基
に
、
約
30
億
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、

　

・
合
併
特
例
債
…
発
行
残
高
約
36
億
円
。

　
　

発
行
期
限
が
平
成
31
年
ま
で
延
長
。

　
　

合
併
特
例
債
は
合
併
し
た
自
治
体
が
発

　
　

行
で
き
る
地
方
債
で
、
償
還
額
の
7
割

　
　

が
地
方
交
付
税
で
手
当
さ
れ
る
有
利
な

　
　

起
債
で
す
。
30
億
円
の
償
還
額
だ
っ
た

　
　

場
合
、
21
億
円
が
手
当
さ
れ
ま
す
。

　

・
合
併
振
興
基
金
…
約
17
億
円
。

　

・
庁
舎
建
設
基
金
…
約
10
億
円
を
積
み
立

　
　

て
る
計
画
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
ま
で
に

新
庁
舎
を
建
設
す
れ
ば
、
財
源
が
確
保
で
き

る
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

能
都
庁
舎
は
、
昭
和
47
年
に
建
設
さ
れ
43

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
結
果
で

建築から 43 年経過し、老朽化が進む能都庁舎

は
目
標
値
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
使
い
続
け
る
場
合
は
耐
震
化
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
耐
震
化
の
費
用
は
、
約

8
億
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
耐
震
化
工
事
を

行
っ
た
と
し
て
も
庁
舎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

寿
命
か
ら
最
長
15
年
程
度
の
使
用
後
は
建
替

え
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
際
は
す
べ
て
自
主

財
源
で
の
建
設
が
必
要
で
す
。

　

以
上
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
、
こ
の

機
会
を
逃
す
と
新
庁
舎
建
設
が
ほ
ぼ
不
可
能

建築年 昭和 47 年 7 月 1 日建築
（築 43 年）

構造・階建て ＲＣ造　地上 5 階建、ＰＨ 1 階

測定結果
（Is 値、判定）

【横方向】
1 階（0.30、×）　2 階（0.34、 ×）
3 階（0.28、 ×）　4 階（0.37、 ×）
5 階（0.33、 ×）　PH 階（1.10、○）

【縦方向】
1 階（037, ×）　2 階（0.30, ×）
3 階（0.31 ×）　4 階（0.36, ×）
5 階（0.30, ×）　PH 階（1.44, ○）

耐震診断結果 PH 階を除く各階、各方面で目標
値（Iso=0.75）不足

平成 24 年実施・能都庁舎耐震診断結果

宇出津地区津波防災マップ（一部抜粋）

①
平
成
31
年
ま
で
に
建
設
す
れ
ば

財
源
確
保
が
可
能

②
能
都
庁
舎
は
耐
震
化
し
て
も

15
年
程
度
の
延
命

役場能都庁舎

役場能都庁舎は浸水深が最も大きい区域内に位置しています。津波のシミュレー
ション結果では、2.0 ～ 5.0㍍。2 階軒下までつかる深さが想定されています。

　

既
存
の
庁
舎
を
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、

庁
舎
を
新
築
す
る
の
に
は
、
大
き
く
3
つ
の

理
由
が
あ
り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
不
足

施設名 完成年 建築年数
（H27.4） 延床面積 耐震化 備考

能都庁舎 昭和 47 年 42 年 4,036㎡
全
て
の
庁
舎
で
未
実
施

本庁化・移転建設予定
柳田庁舎 昭和 37 年 52 年 1,023㎡ 総合支所化・建替え予定
内浦庁舎 昭和 52 年 37 年 2,879㎡ 総合支所化・建替え予定

（議会庁舎） 昭和 39 年 50 年 1,704㎡ 能都庁舎へ移転済
小木支所 平成 3 年 23 年 907㎡ 当面の間、現行どおり
鵜川支所 昭和 53 年 37 年 886㎡ 当面の間、現行どおり
高倉出張所 昭和 49 年 41 年 469㎡ 平成 28 年 3 月廃止予定

能登町役場　現庁舎施設一覧（庁舎、支所・出張所）

庁
舎
の
現
状
と
課
題

と
な
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
建
設
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

能
都
庁
舎
は
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
（
浸

水
深
2
～
5
㍍
）
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
防

災
拠
点
や
避
難
施
設
、
町
民
窓
口
の
機
能
を

持
つ
庁
舎
施
設
と
し
て
の
利
用
は
難
し
く
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

③
津
波
浸
水
想
定
区
域
内
に

位
置
し
て
い
る

　

現
庁
舎
は
建
築
か
ら
30
年
を
経
過

し
て
い
て
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
う

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
庁
舎
に
機
能
が
分
散
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
運
営
上
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

高倉出張所 小木支所

柳田庁舎

旧議会庁舎

鵜川支所

能都庁舎

内浦庁舎
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　合併時の 3 庁舎を「分庁」として、各行政機能を各庁舎に振り分ける方式。
住民と関わりの深い窓口部門は、それぞれの庁舎に配置しています。分庁方式

　庁舎の組織・機構・業務を本庁に置き、他の庁舎には、直接住民に関わ
りのある窓口業務を置く「集中方式」です。本庁方式

本
庁
支
所
方
式
で
ど
う
変
わ
る
？

　ホームページでは休診の案内や看護師募集情報
などを随時更新しています。ご活用ください。

公立宇出津総合病院だより公立宇出津総合病院だより
☎ 62-1311　http://www.hospitalnet.jp/

外来診療を休止します。ご了承ください。
　耳鼻咽喉科　9 月 3 日㊍
　循 環 器 科　9 月 14 日㊊～ 18 日㊎
次の期間は、時間外診療が受けられません。
　小 児 科　9 月 4 日㊎ 16:30 ～ 6 日㊐18:00

■外来診療休止のお知らせ

　7 月 27 日 か ら
30 日にかけて小木
中と能都中の生徒
が「わく・ワーク
職場体験」のため
当院を訪れました。
飯田高校の生徒は
インターンシップ
として訪れました。
インターンシップ
は研修生として就
業体験をする制度
です。
　生徒たちは看護
の仕事や、施設の説明を受けた後、看護師の指導を仰ぎ
ながら、脈拍や血圧の測定を行ったり、患者さんの足浴
や洗髪を手伝ったりして、実際に看護師が行う業務を体
験しました。どの生徒たちも患者さんに優しい笑顔で接
しており、医療の現場における心構えをしっかり持ちな
がら体験に臨んでくれていたようでした。

■職場体験で自分の夢に一歩前進

診察：太田医師　9 月の診療日：7 日㊊、28 日㊊

■糖尿病・内分泌外来診療日のご案内

　9 月 23 日は祝日ですが、神経科精神科は通常ど
おり、午前中に外来診察を行います。

■ 9 月 23 日㊗は神経科精神科のみ診察

　急性期の治療が終了した人に安心して退院していただ
けるよう、地域包括ケア病床を設けました。在宅復帰等
へ向けて経過観察やリハビリ・在宅復帰支援等が必要な
人が対象となります。
地域包括ケア病床対象者
１．入院治療により状態は改善したが、当院にてもう少
し経過観察が必要な人
２．入院治療により症状が安定し、在宅復帰に向けて積
極的なリハビリテーションが必要な人
３．在宅での療養準備が必要な人
　該当病床に入室後、最長 60 日以内での退院が原則で
す。当院では 40 日前後を目標としています。

■ 8 月 1 日から地域包括ケア病床を開始

　地域の皆さんに当
院のことを知ってい
た だ き、 信 頼 さ れ、
愛される病院になる
ことを目指し「宇出
津病院フェスタ～翔
生 2015」を開催します。多くの人にお越しいただき、
今年で 3 回目の恒例イベントです。
　三味線演奏やハワイアンフラダンスが披露されるほ
か、糖尿病予防に関する測定・検査なども無料で行いま
す。普段当院に足を運ばない人も、お気軽にご参加くだ
さい。
　日時　9 月 8 日火 13:00 ～ 15:30
　会場　公立宇出津総合病院 1 階ロビーほか

■病院フェスタにお越しください

　吉井絹枝主任看護師が
「平成 26 年度県病院協会
優秀研究賞」を受賞しま
した。研究テーマは「住
民と共有する地域医療を
目指すための要望調査～
出前講座を利用したグル
ープインタビュー～」で
す。
　吉井看護師は、平成 25
年度に出前講座でかかり

つけ医などについて話をした際、住民を対象に地域医療
に関するアンケートを実施しました。今回の研究はこの
データをもとにしています。吉井看護師は「協力してい
ただいた住民の皆様のおかげで、このような賞をいただ
きました。これからはこの研究を活かしながら、日々の
業務に精進していきます。」と看護の向上に意欲を見せ
ました。

■吉井看護師が県病院協会優秀研究賞に輝く

13_NOTO＋2015.09

能都庁舎

総務部門

議会部門

観光部門 窓口部門

労働部門

衛生部門

内浦庁舎

上下水部門

教育部門

福祉部門

窓口部門

柳田庁舎

建設部門

窓口部門

小木支所
鵜川支所
高倉出張所

窓口部門

柳田総合支所

窓口部門

内浦総合支所

本庁

窓口部門

総務部門 労働部門

建設部門

上下水部門

観光部門

農林部門

教育部門

議会部門 衛生部門

福祉部門
小木支所
鵜川支所

　

現
在
は
「
分
庁
方
式
」
で
執
務
し
て
い
ま
す
が
、
新
庁
舎
建
設
後
は
組
織
・
機
構
を

一
カ
所
に
集
中
さ
せ
る
「
本
庁
方
式
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

ご意見をお寄せください
　町は、皆さんのご意見を基に庁舎建設を進めていきます。庁舎建設について、町の考え方に対し、9 月
30 日までに下記の方法で、ご意見をお寄せください。よりよい庁舎が建設できるようご意見を活かして

いきます。いただいた意見への個々への回答はいたしません。ご了承ください。

　　　　・郵送
　　　　　〒 927-0492
　　　　　能登町字宇出津新 1 字 197 番地 1　能登町総務課庁舎建設室あて
　　　　・E メール　　タイトルを「庁舎建設」として、soumu@town.noto.lg.jp へ。
　　　　・ファックス　（0768）62-4506

問総務課庁舎建設室☎ 62-1000

意見の送付先

総務部門
（広報）

農林水産
部門


